
 

 

９月 14日(木)、スポーツ・文化芸術活動関係者、ＰＴＡ代表者等からなる「第２回部活動地

域移行推進協議会」を開催し、６月に実施したアンケート調査の結果等を踏まえ、今後の取組等

について協議しました。 

その結果、地域連携・移行を進めるため、スポーツの種目ごと・文化芸術の種類ごと※１に検討

の場を設け、市スポーツ協会、市文化協会のほか、少年団の指導者やクラブチームの指導者等、

個々の種目・種類の関係者と具体的な取組について話し合っていくこととなりました。また、地

域連携・移行後の費用負担の考え方についても意見交換をし、原則として受益者負担とするもの

の、経済的困窮世帯への支援が必要との意見が出され、引き続き協議していくこととなりまし

た。（※１．市内中学校設置：運動部 11種目、文化部８種類） 
 
 
 
 
 

 ○ 中学生（１～３年）と小学生（４～６年）の保護者に質問 

「休日の学校部活動の指導を、顧問（教師）ではなく、地域の指導者が担う動きについてどう思いますか。」 

          

 

 

 

  BU通信～共創の人づくりに向けて～ 

袋井市教育委員会 学校教育課 魅力ある部活動推進室「これからの袋井市の部活動 vol.⑥」／令和５年 10 月 

 

６月に児童・生徒、保護者、部活動顧問（教師）を対象にアンケートを実施

し、計 8032 名の方に回答していただきました。アンケート結果を参考に、

子どもの思いを第一に部活動の地域連携・移行を進めていきます。 

袋井市のBU ～アンケートの結果から～
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「部活動に関するアンケートの結果」や「これからの袋井市の部活動（BU通信）」のバック 

ナンバーなど、部活動の地域連携・移行についての情報は、市ホームページへ ▶▶ 

 

中学生の保護者 

 

小学生の保護者 

休日の部活動を地
域の指導者が担う
ことに、保護者の約
７割が理解を示し
ています。 


